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分子雲衝突によって誘発された大質量星形成4：SpitzerバブルRCW120(S7)

とRCW82(S137)に付随する分子雲
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2個の SpitzerバブルRCW120(S7)とRCW82(S137) (Churchwell et al. 2006) に付随する分子雲について報告
する。この 2つのバブルはHerschel等による赤外線観測 (Anderson et al. 2012) と、限られた領域についての分
子雲観測 (Pomeres et al. 2009)はなされているが、その全体を高感度でカバーする分子雲観測はなされていな
かった。我々は、NANTEN2による新たな分子雲観測 (12CO,13CO J=1–0)を行い、それぞれに付随する分子雲
を見出した。RCW120は、距離 1.9 kpc (l,b=348.0◦,0.5◦) に位置し、二つの分子雲 (北と南東)が付随している。
北の分子雲は速度 −30.6 km/s–−25.1 km/sであり、バブル内部にはほとんど分子雲が存在しない。南の分子雲
は速度 −14.0 km/s–−4.0 km/sでバブル全体を取り巻き、バブル内部は強度が比較的弱い。それぞれの質量は、
0.4− 2.6× 104M⊙以上と 2.5− 17.6× 104M⊙以上であり、相対速度は 20 km/s程度である。またＯ型星が 2個付
随している。電離領域はバブルの内部に広がっており、衝突した内部の分子雲はバブル内ですでに電離によって消
失したと推測される。RCW82は、距離 3.4kpc (l,b=311.0◦,0.4◦) に位置し、二つの分子雲 (北と南東)がRCW82
に付随している。北の分子雲は速度−55.8 km/s–−52.0 km/s、南東の分子雲は速度−48.2 km/s–−43.4 km/sで
ある。それぞれの質量は、2.2× 104M⊙以上と 3.5× 104M⊙以上であり、相対速度は 8 km/sである。この場合
も、電離領域はバブルの内部に広がっており、衝突した分子雲はバブル内ですでに電離・消失したと解釈される。


